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しらかば通信 

東京真田町の会 No.23 

 

 

傍陽線曲尾駅 傍陽駅：左奥には傍陽農協 

記 

期 日 ２０１９年５月１９日（日） 

会 場 アルカディア市ヶ谷（私学会館） 

    ５階 穂高の間 

千代田区九段北 4-2-25, Tel 03-3261-9921(代) 

受 付 １１：００より 

総 会 １１：３０～１２：１０ 

休憩のあと出席者一同の写真撮影 

懇親会 １２：３０～１５：００（歌謡等お楽しみ含） 

懇親会費 7, 000円 

年 会 費 1, 500円（平成28年度より） 

出欠のご連絡方法 

同封の返信葉書で 4月 20日（土）までにお送り

下さい。① 締切り後に出席を希望される方は、返信

葉書または電話でご連絡下さい。② 演歌や民謡を披

露される方は 返信葉書へ演示題目や曲名をご記入

ください。 

懇親会のアトラクションでは、世田谷区の日本舞

踊あずまじキッズで稽古に励んでおいでの方々にご

登場をお願いして、春宵の席にはなやかな彩をご提

供頂きます。多くの会員皆様のご出席をお待ち申し

上げます。 

東京真田町の会 第 32回総会と懇親会のご案内 

春暖で快適の季節となり、花の便りも聞かれるようになってまいりました。皆様には健やかにお過

ごしのことと存じます。東京真田町の会の運営につきましては、いつもご協力を賜り厚く御礼申し上

げます。 

さて、恒例の集い「第３２回総会と懇親会」は、例年と異なり現天皇が退位され新天皇の即位と新

元号で時代が変わる５月に記念すべき「総会・懇親会」を下記の通り開催することになりました。ふ

るさとからも多数のご来賓をお迎えして郷里の発展現況をご紹介いただくとともに、皆様と懇親を深

めたいと思います。 

この懇親会では、東路流「あずまじキッズ」で活躍しているお子様方に華を添えていただきます。 

会員の皆様におかれましては公私共にご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席くだ

さいますようお願い申し上げます。 

              2019年 3月 31日  会 長 金子 誠  

 [ そのほかのご案内 ] 

1) 返信葉書へ記入された近況等を本年 12 月発行予

定の日本ダボスNo.32へ掲載します。 

2) 参加申込後に「欠席」へ変更するときや、他のお

問合せでは、次の担当者いずれかへご連絡下さい。 

会  長    金子 誠  Tel. 048-591-4728 

副会長総会担当 柴田小夜子 Tel. 03-3467-4035 

事 務 局    神田 幸雄  Tel. 042-721-9975 

3) 会場までの交通（次の各駅から徒歩約 2分です） 

a) 地下鉄有楽町線･南北線 市ヶ谷駅（出口は 1 

またはA1） 

b) 地下鉄新宿線 市ヶ谷駅（出口はA1またはA4 ） 

c)  JR中央総武線 市ヶ谷駅 

  

  

 

 

 

ご注意 今回から受付時刻および総会時刻を 例年より30分早めて おりますのでご留意ください。 

 



2 

 

一 

会 

の 

行 

事 
 
 

⑴ 
親 

睦 

旅 

行 

会 
 
 

 

ふ
る
さ
と
訪
問 
― 

真
田
町
一
巡
と 

温
泉
の
旅
（
お
知
ら
せ
）
― 

今
秋
10
月
27
日
（
日
）・
28
日
（
月
）、
鹿

教
湯
温
泉
郷
「
鹿
鳴
荘
」
に
宿
泊
し
、
生
ま
れ

育
っ
た
町
の
長
・
傍
陽
・
本
原
・
菅
平
を
め
ぐ

る
計
画
で
す
。
昨
年
開
館
し
た
「
菅
平
高
原
ア

リ
ー
ナ
」
を
見
学
、
思
い
出
深
い
各
地
区
の
小

学
校
へ
の
立
ち
寄
り
、
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
に
参
加
し
て

頂
き
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
長
金
子
誠
☏
０
４
８-

５
９
１-

４
７
２
８ 

⑵ 

四 

季 

め 

ぐ 

り 

① 

神
代
植
物
公
園
と
周
辺
の
散
策
（（通
４
） 

花
見
ご
ろ
の
植
物
に
誘
わ
れ
て
深
大
寺
あ

た
り
も
散
策
し
ま
す
。
京
王
線
調
布
駅
か
ら

植
物
公
園
ま
で
は
バ
ス
で
20
分
ほ
ど
で
す
。

こ
れ
は
都
内
唯
一
の
も
の
で
鑑
賞
に
向
く
時

季
は
５
、
６
月
で
す
が
、
い
つ
で
も
楽
し
め
ま

す
。
隣
に
は
深
大
寺
、
蕎
麦
処
や
天
然
温
泉

「
湯
守
の
里
」
が
あ
り
ま
す
。 

実
施
詳
細
を
総
会
で
お
渡
し
し
ま
す
が
、

欠
席
さ
れ
た
方
は
一
之
瀬
へ
ご
請
求
下
さ
い
。

本
会
か
ら
費
用
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
家
族
や
友
人
を
お
誘
い
の
う
え
ご
参
加
下

さ
い
。
事
前
に
参
加
申
込
さ
れ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
案
内
図
の
集
合
場
所
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。
小
雨
決
行
で
す
の
で
雨
具

な
ど
を
ご
持
参
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。 

（
調
布
駅
か
ら
京
王
バ
ス
深
大
寺
行
き
「
神

代
植
物
公
園
」
下
車
、
同
公
園
の
休
園
日
は
月

曜
日
、
入
園
料
は
65
歳
以
上
250
円
） 

お
問
合
せ
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

一
之
瀬
和
夫
☏
０
４
２-

７
７
６-

１
７
３
３ 

⑶ 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

① 

春
季
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

こ
の
ご
案

内
は
３
月
上
旬
に
お
手
元
に
届
い
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
本
会
と
上
田
会
と
の
合
同
で
４
月

17
日(

水)

集
合
８:

30
、
例
年
の
よ
う
に
会
場

は
八
王
子
の
武
蔵
野
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ(

☏
042-

691-

2111)

で
す
。
お
問
合
せ
に
は
次
の
担
当
理

事
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

荻
原
啓
治 

☏
０
３-

３
３
１
５-

５
９
３
０ 

② 
秋
季
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
上
田
会
と
合
同
で
開
催
の

予
定
で
す
。
ゴ
ル
フ
同
好
会
員
の
皆
様
に
は
開

催
一
カ
月
前
頃
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

同
好
会
以
外
の
方
の
ご
参
加
も
歓
迎
し
ま
す

の
で
、
次
の
担
当
理
事
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 

荻
原
啓
治 

☏
０
３-

３
３
１
５-
５
９
３
０ 

二 

ふ
る
さ
と
便
り
か
ら 

⑴  

平
成
31
年
新
成
人
93
名
誕
生 

１
月
13
日
（
日
）、
上
田
市
内
の
七
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
該
当
者
は
、
平
成
10
年
４

月
２
日
か
ら
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
1637
名

で
、
こ
の
う
ち
1191
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に

集
い
ま
し
た
。
真
田
中
央
公
民
館
の
式
典
は

12
名
の
新
成
人
実
行
委
員
（
男
性
７
名
女
性

５
名
）
の
手
で
企
画
・
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
新

成
人
93
名
の
う
ち
83
名
が
祝
慶
に
集
い
ま
し

た
（
p.3
の
上
段
は
慶
び
の
雰
囲
気
）。 

 
 
 
 

華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
で
装
っ
た
若
人

は
家
族
や
恩
師
、
地
域
の
方
々
か
ら
期
待
の
祝

福
を
う
け
、
感
謝
と
新
た
な
誓
い
を
胸
に
、
社

会
の
荒
波
へ
と
希
望
の
航
海
に
発
ち
ま
し
た
。 

 

⑵ 

ふ
る
さ
と
小
・
中
学
校
の 

 
 
 

新
入
生
数
（
平
成
30
年
度
） 

中
学
校
の
新
入
生
数
は
89
名
（
平
成
29
年

度
は
91
名
）、
小
学
校
の
そ
れ
は
78
名(

同
77

名)

で
す
。 

              
⑶ 
戸
沢
の
ね
じ
行
事
（
注1
） 

春
ま
ち
遠
し
い
２
月
、
戸
沢
の
藁
馬
引
き
に

は
、ほ
か
の
地
域
で
見
ら
れ
な
い（
注2
）（
注3
）、

「
ね
じ
」
行
事
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
た
こ
の
伝
統
行
事
に
は
、
前

日
か
ら
見
学
に
訪
れ
る
小
学
生
や
撮
影
者
で

賑
わ
い
ま
す
。 

ね
じ
つ
く
り
で
は
、
う
る
ち
米
粉
を
原
料
と

し
、
こ
れ
を
練
っ
て
蒸
し
た
あ
と 

あ
ん 

を
入

れ
彩
色
や
造
形
を
し
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
蒸

か
し
お
飾
り
に
し
ま
す
。
い
う
な
れ
ば
、
ね
じ

り
造
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
「
ね
じ
」
と
呼
ば

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
木
台
車
に
載
せ
た
藁
馬
の

背
に
ね
じ
を
納
め
た
藁
筒
を
結
わ
え
、
母
子
は

こ
の
車
を
道
祖
神
ま
で
引
き
無
病
息
災
を
祈

願
し
、
お
互
い
に
ね
じ
を
交
換
す
る
の
で
す
。 

2018
年
ま
で
は
こ
の
行
事
を
２
月
８
日
に
行

っ
て
き
ま
し
た
が
「
行
事
を
行
う
こ
と
、
さ
ら

に
参
加
し
や
す
い
こ
と
」
に
重
き
を
お
い
て
戸

沢
自
治
会
は
、
2019
年
か
ら
２
月
の
第
二
日
曜

日
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
冬
は
こ

の
行
事
を
２
月
10
日
（
日
）
に
行
い
ま
し
た
。 

謝
辞 

行
事
の
紹
介
に
あ
た
り
、
柳
沢
章
夫

様
か
ら
は
貴
重
な
図
書
の
ご
寄
贈
を
受
け
る

な
ど
、
懇
切
丁
寧
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。 

（
注 1
）国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財（
平
８
年
11

月
28
日
）
。
（
注2
）
北
澤
志
織
、
藁
馬
行
事

の
民
俗
学
的
考
察
、
天
理
大
学
考
古
学
・
民
俗

学
研
究
室
紀
要
第
21
冊
、
2017
（
平29
）
年
３
月

31
日
、
pp.

10
～
25
。
（
注3
）[

編
著]

戸
沢

魅
力
ア
ッ
プ
事
業
実
行
委
員
会
代
表
柳
沢
章

夫
、 

[

書
名]

ね
じ
と
わ
ら
馬
引
き
の
里 

戸

沢 

、[

発
行
年]

平
24
年
３
月
２
日
、
（
株
）

ア
オ
ヤ
ギ
印
刷
。 

<

関
連
の
写
真
を
４
頁
と
５
頁
下
段
に
掲
載> 

表 1 平成 30 年度真田地域小・中学校入学者数  

 

　　学 校 名 男子/人 女子/人 計/人 平29年度/人

菅平中学校 3 4 7 (5)

真田中学校 32 50 82 (86)
中学校生徒数計 35 54 89 (91)
菅平小学校 2 11 13 (15)

長 小 学 校 17 10 27 (18)

傍陽小学校 5 9 14 (10)

本原小学校 11 13 24 (34)
小学校生徒数計 35 43 78 (77)

 自治センターだより [さなだ 5.16，No.62]． 入学式平成30年4月5日
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ふ
る
さ
と
の
話
題

ｈ
上
田
市
に
匿
名
市
民
の
寄
付

地
方
紙
と
全
国
紙
の
新
聞
を
挙
げ
ま
す
。

①
信
濃
毎
日
新
聞
鰯
年
２
月
１９
日
（火
）

　

第
一
面
に
左
記
の
記
事
、
お
よ
び
同
紙
２１

日
（木
）
の
コ
ラ
ム
「斜
面
」
に
は
城
跡
や
櫓

の
概
変
遷
史
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
■

■
■

　

上田市は１８日、上田城（国史跡上田城跡）．
にかってぁった擢の復元などに役立てて
ほしいと、市民１人から昨年１２月末、１０億
円の寄付を受けたと明らかにした。寄付者
が匿名を強く希望しているとし、性別や年
齢などは公表していない 市の本年度のふ、
るさと納税の見込み額約１億５０００万円の７
倍近い額に当たり、市教委は「市として過
去に例のない多額の寄付。寄付者の要望に
添えるよう努力したい」としている。

　

戦国大名真田昌幸により１５８３（天正１１）年
に築城が始まった上田城は、関ケ原の戦い
（１６００年）の後、徳川方に破壊され、その後藩
主となった仙石氏が復興。江戸時代に七つ
の櫓があったとされるが、明治期に民間に
ムい下げられるなどしたため、現存するの
は北櫓、南櫓、西櫓の３棟のみ。，１９９４年に
北櫓と南櫓の間に東舞台櫓門を復元。市教
委は残る四つの櫓の復元も目指したいとす
るが、’ 櫓が現存した当時の写真や詳細な図
面が見つからず、具体的なめどは立ってい
が
が
い

る

　　

な

　

明
治
初
期
に
「廃
城
」
と

れ
さ
れ
た
上
田
城
は
建
築
物

解
や
土
地
が
民
間
に
払
い
下

加
げ
ら
れ
た
。廟
は
土
蔵

よ
り
低
価
格
だ
っ
た
。
７

棟
の
う
ち
２
棟
は
市
街
北
に
で
き
た
遊

郭
に
移
築
、
貸
座
敷
に
使
わ
れ
た
。
他

は
解
体
さ
れ
残
った
の
は
西
櫓
の
み
。

古
城
の
面
影
は
失
わ
れ
た
◆
住
民
ら
が

保
存
に
立
ち
上
が
った
。
材
木
商
丸
山

平
八
郎
直
義
は
、
先
代
が
買
い
取
り
保

有
し
て
い
た
本
丸
の
土
地
計
９
千
坪
を

遊
園
地
な
ど
の
用
地
と
し
て
旧
藩
主
に

寄
付
。
西
櫓
も
献
納
し
た
。
江
戸
期
の

建
築
の
西
櫓
が
現
存
す
る
の
も
、
城
跡

公
園
が
整
備
さ
れ
た
の
も
、
こ
れ
が
礎

に
な
った
◆
直
義
が
遊
園
地
に
こ
だ
わ

った
の
は
な
ぜ
か
。
明
治
初
め
に
百
姓

一撲
が
起
き
た
。
暴
徒
が
家
財
を
川
に

投
げ
捨
て
妻
が
拾
い
集
め
た
。
妻
は
流

産
し
１９
歳
で
命
を
落
と
し
た
。
母
と
子

が
い
つで
も
遊
び
に
行
け
る
よ
う
な
遊

園
地
が
で
き
る
こ
と
を
願
った
ー
。
新

刊
「信
濃
上
田
城
」
で
編
著
者
の
和
根

崎
剛
さ
ん
が
書
い
て
い
る
◆
遊
郭
に
あ

っ
た
２
棟
の
櫓
は
１
９
４
１
年
、
東
京

の
料
亭
への
転
売
話
が
浮
か
ぶ
。
翌
年

発
足
し
た上
田
灘
批
保
存
会は
城
跡
へ

の
復
元
を
目
指
し
１
８
０
０
円
で
買
い

戻
し
た
。
大
戦
末
期
の中
断
を
経
て
戦

後
に
再
開
。
寄
付
金
は
７０
万
円
余
に
上

り
４９
年
に
完
成
さ
せ
た
。
現
在
の
南
櫓

と
北
櫓
だ
◆
戦
国
の
名
将
真
田
昌
幸
が

築
い
た
名
城
も
関
ケ
原
の戦
い
後
、
徳

川
方
に
破
壊
さ
れ
た
。
江
戸
初
期
の
藩

主
が
再
建
し
た
城
も
資
料
が
乏
し
く
、

市
が
目
指
す
櫓
４
棟
を
復
元
す
る
道
は

険
し
い
。
後
押
し
す
る
よ
う
に
昨
年
末

に
上
田
・城
下
町
活
性
会
が
１
０
０
万

円
を
、
匿
名
の
市
民
が
１０
億
円
を
寄
付

し
た
。
市
民
の
心
意
気
が
頼
も
し
い
。

　

こ
こ
で
、
復
元
に
つ
い
て
文
化
庁
の
方
針

（皿
年
か
ら
）
を
引
用
し
ま
す
。

ー

「歴
史
的
建
造
物
の
復
一匹
に
あ
た
っ
て

は
、
当
時
に
存
在
し
た
も
の
が
図
面
な
ど
の
根

拠
を
も
っ
て
忠
実
に
復
元
で
き
な
い
場
合
は
、

工
事
が
認
め
ら
れ
な
い
ー

　

こ
れ
か
ら
全
国
的
規
模
で
詳
細
な
情
報
を

蒐
集
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
明
治
初
期

ま
で
存
在
し
て
い
た
の
で
櫓
の
見
取
り
図
や
、

古
写
真
な
ど
存
在
し
て
い
る
資
料
か
ら
復
元

の
糸
口
を
見
い
だ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
「復
元
に
必
要
な
資
料
等
」
を
揃

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
厳
し
い
建
築

基
準
法
（耐
震
、
強
度
、
消
防
法
等
）
が
あ
る

の
で
、
で
き
る
も
の
は
「復
元
」
か
ら
は
離
れ

た
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
図
上
で
復
元
（復
原
の
意
味
と
は
異
な

る
）
す
る
こ
と
と
建
築
基
準
に
則
し
て
成
す
こ

と
と
は
互
い
に
相
容
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
博
物
館
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
こ
と
と
は
だ
い
ぶ
わ
け
が
違
う
よ

う
で
す
。
こ
の
点
、
復
元
の
主
体
で
あ
る
教
育

面斜

　

　

　　　　　　　

　　　

ｉ夏元されＬ力こ１東虎一口ネ魯Ｆ弓

　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　

市民有志らでつくる「上田・城下町活性
会」も昨年１２月上旬、．同じ趣旨で市に１００
万円を寄付している。，市は、 二つ・の寄付を
上田城跡一帯の整備に充てる基金に積み立
てる補正予算案を２５日開会の３月市議会に
提出する。

市、基金に積み立て方針

上田市に１０億円



委
員
会
の
英
知
と
実
行
力
に
期
待
す
る
と
こ

　　

の
創
薬
の
宝
庫
千
微
生
物
銀
行
に
期
待
ー

　　

験
所
は
、
生
態
系
の
多
様
性
が
微
生
物
と
の
共

　

で
あ
る
こ
と
を
報
じ
て
い
ま
す
。
一方
で
は
ノ

る
大
き
く
、
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　　　　　　

筑
波
大
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実

　　

生
環
境
を
構
成
す
る
た
め
の
基
本
的
な
条
件

　　

ル
ウ
ェ
イ
の
氷
雪
地
下
に
世
界
種
子
貯
蔵

②

朝
日
新
聞
鵬
年
２
月
知
日
（火
）
朝
刊

　　　　

・

　　　

．

　　　　　　　　　　　　

．

／

　

′

　

・
一

　

庫

（
組
）
（
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー

、・第
一面
に
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　　

′

　

鳶
Ｅ
霊
１
″
”
－Ｅ
『
尼
射
Ｈ
閏
”漁
獲
井
コ
期
刊
〃
弘
二
斜
呪
ヱに
仁
一，」
′

　　

－

　

（２ｏａ
ｏｇ
の
管
理
）
も
あ
り
ま
す
。

京
都
大
生
態
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（大

津
市
）
の
東
樹
宏
和
准
教
授
ら
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
１９
日
ま
で
に
、
筑
波
大
山

岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所

（上
田
市
）
敷
地
内
の
草
原
の
植
物
１

３
７
種
を
調
べ
、
葉
や
根
に
創
薬
や
農

林
業
への
応
用
が
期
待
さ
れ
る
数
多
く

の
微
生
物
が
共
生
し
て
い
る
ー
と
の
研

究
成
果
を
ま
と
め
た
。
グ
ル
ー
プ
は
、

草
原
は
必
要
に
応
じ
て
有
用
な
微
生
物

を
取
り
出
せ
る
「銀
行
」
と
し
、
多
様

な
生
物
が
息
づ
く
草
原
を
保
全
し
て
い

く
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　

同
実
験
所
の
田
中
健
太
准
教
授
の
呼

び
掛
け
で
、
東
樹
准
教
授
、
国
立
研
究

く麗
聴
悪
瞥
教授も

勲

び
掛
け
で
、
東
樹
准
教
授
、
国
立
研
究

　　　

”
リ

開
発
法
人
「森
林
研
究
・整
備
機
構
森

　　　

合居

田中准教授＝２０１７年７月

　　　　

京大や筑波大 が調 査

多数の系統確認創薬などへの活用期待１

菅平高原実験所の敷地で、夏の植物
を‐調査する田中准教授＝２０１７年７月

／／／

（瀬
）
著
者
＝
ス
ー
ザ
ン
・ド
ウ
オ
ー
キ
ン
・

訳
中
里
京
子
、
地
球
最
後
の
日
の
た
め
の
種
子
、

文
芸
春
秋
社
（獅
）。

へ２
頁
の
４
段
目
終
行
か
ら
続
〉
写
真
右
上
＝

前
日
は
ね
じ
造
り
に
大
わ
ら
わ
。
右
下
＝恒
例

の
青
刈
藁
馬
の
で
き
ば
え
評
。
左
＝雨露
把に
粉

雪
の
舞
う
し
び
れ
る
朝
、
母
子
は
道
祖
神
に
集

い
ま
す
。
（真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
提
供
）

　

　
　

　　

　
　　
　
　

　　

　　

　
　

　　　

　　

　

　
　

　

　

　　　　　　

禦ぎ妄
信
＊
態
醤
謬諸

島
霊魂
キ
ー詩
鰍
園
諸
ー

　

　　

　　

　
　
　

　

　

　　

▼

　　　　　　　　

ー

　　　

を

　　　　　　　　　　　　　　　

、

－－
『
瀦落
手
１マｉ
き
鴬蝉
附
議

林
総
合
研
究
所
」（茨
城
県
つく
ば
市
）

の
黒
川
紘
子
主
任
研
究
員
が
研
究
を
開

始
。
２
０
１
７
年
７
～
９
月
に
植
物
を

収
集
し
、
共
生
す
る
微
生
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
調
べ
た
結
果
、
キ
ノ
コ
や
カ
ビ
と
い

った
言
【菌
類
」
や
細
菌
類
な
ど
計
１

万
３
０
９
０
系
統
を
確
認
で
き
た
。

　

植
物
に
共
生
す
る
微
生
物
に
つ
い
て

は
以
前
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
対

象
は
少
数
の
植
物
種
に
限
ら
れ
て
お

り
、
東
樹
准
教
授
は
「一つ
の
草
原
生

態
系
の
中
で
こ
れ
だ
け
多
様
な
植
物
を

調
べ
ら
れ
た
の
は
大
き
な
成
果
」
と
す

る
。
見
つ
か
つ
た
微
生
物
の
中
に
は
、

植
物
の
成
長
促
進
や
、医
薬
品
の
原
料

と
な
る
物
質
を
生
産
す
る
可
能
性
が
あ

る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

人
間
が
手
を
入
れ
な
く
な
った
草
原

で
は
木
が
伸
び
て
森
林
化
が
進
み
、
草

原
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。
今
回
の

研
究
は
、
草
原
の
客
観
的
な
価
値
を
示

す
と
と
も
に
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
意
味
も

あ
る
ぶ
っ後
、デ
ー
タ
の
蓄
積
と
微
生
物

の
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、
植
物
種
と

共
生
す
る
微
生
物
の
関
連
性
や
、
有
用

な
微
生
物
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る

と
み
て
い
る
。
研
究
成
果
は
２０
日
、
国

際
学
術
誌
の
電
子
版
に
掲
載
さ
れ
る
。

‘

爵
襲
撃

　　

総
評
鎚
霧
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上田市成人式での晴姿：2019 年 1 月 13 日（日）、真田中央公民館、出席者 83名（該当者 

93名）、祝辞：上田市長土屋陽一様（写真は真田地域自治センター地域振興課提供による）  

上田市成人式：2016年 1月 10日（日）11時から，真田中公民館，新成人出席者 112名 

(男性 65名，女性 47名)，祝辞上田市教育長小林和夫様上田市成人式：2016年 1月 10日（日）11時から，真田中央

公民館，新成人出席者 112名 

(男性 65名，女性 47名)，祝辞上田市教育長小林和夫様 

 

 

 

私たちとっても大きなもの背負ってしまったような気がする・・、そだね 

 

実行委員会の皆さん 誓
い
の
こ
と
ば 

小
林
公
哉
さ
ん 

  

 

平成 30年ふるさとの行事（春～夏） 

1) 第 16回上田城千本桜まつり 

4月 6日（土)～4月 21日(日)(注１) 

2) 第 37回上田真田まつり 4月 29日(月・祝) 

3) 真田氏歴史館特別企画展 7月 10日(水)～9月 30日(月) 

4) お屋敷つつじ祭り 5月 19日(日) 

5) 第 33回菅平高原カントリーフェスティバル 

6月 2日(日) (注２) 

6) 第 35回真田まつり（含花火大会） 8月 3日(土) 

＜問合せ先＞ (注１)上田市観光課 Tel 0268-23-5408、 

(注２) 菅平高原観光協会 TEL 0268-74-2003、そのほかは 

真田地域自治センター産業観光課 TEL 0268-72-4330 

 

 

 

銀座で真田めっけ：「銀座NAGANO」のたたきで戸

沢藁馬さんに遭遇。2019年 2月 4日理事会の直前。 

Kot。  
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1. 新会員ご紹介のお願い 

 東京真田町の会の皆様には常日ごろ本会の運営にご協力をいただき誠にありがとうございます。 

本会は設立からこれまで 30年余りの歳月にわたって、会員相互の親睦を図るとともに、ふるさとの皆

さまとの交流を深め、会員の活躍とふるさと真田町の発展に寄与することを念頭において、ともに歩ん

でまいりました。これらの活動を継続してこられたのも、上田市および真田町のご支援と会員諸先輩の

ご努力の賜ものであります。今後もこれらの活動が継続していくためには、社会の変化に応じて会の存

在意義をもとめて、新しい会員を迎えること、さらに本会の存在が広く知られること、が重要であると

思われます。皆様のご交際の範囲で会員に推薦したい方がおいででしたら、会長または事務局までご連

絡下さいますよう、よろしくお願いします。 

2. 年会費納入のお願い 

平成 28（2016）年度からの年会費は 1,500 円となっております。つきましては、2019 年度の年会費

1,500 円を同封の郵便為替用紙（口座番号：00110-1-255577、加入者名：東京真田町の会）で払込みくだ

さい。遡って、平成 27 年度(1000 円)、および平成 28～30 年度(ともに 1500 円)の年会費未納の方は、あ

わせて上記の口座番号へ払込みくださるようお願いします。 

 3. 会報「日本ダボス」第 32号発行にあたってのお願い  

本年 2019 年も 12 月末に日本ダボス第 32 号の発行準備を進めております。2018 年には本誌を会員の

皆様と真田町の約 3,500 戸に配布しました。これによって、会員のご活躍ぶりを故郷のみなさんへ、ま

た故郷の動きなどを会員にお知らせしています。毎年のことで恐縮でございますが、本誌の発行にあた

っては次のようにご協力を仰いでおりますので、よろしくお願いいたします。 

3.1  32号の表紙には航空写真「空から見たわが町わが母校」を予定しています。風雪に耐えた舎の日だ

まりには私たちの日々がありました。わらべうた聞こえる・・・、友や先生との思い出、期末試験の

こと、電車見えるまで畔のどじょうを・・、ひばりを追ってくろに・・、などゆったりと過ぎていた情

景などをご投稿下さい。写真は複写したものをお送り下さい。担当理事は一之瀬和夫です。 

3.2「広告掲載」へのご協力とお申込み：担当は柴田小夜子副会長、および深町共榮副会長です。 

3.3 下記の 1)から 4)に、原稿や広告の締切日、文字数、および送付先などをご案内します。 

1) ご寄稿あるいは投稿いただく文字数は 1,600 文字程度（顔写真、風景画など含めず）です。大きな集 

合写真から切り抜いた像は不鮮明になりがちですので、近接撮影したものをお送りください。  

2) 日本ダボス第 32 号に掲載する原稿と広告の締め切りは 2019 年 10 月 10 日です。 

3) 送り方法：原稿と顔写真、及び広告原稿は電子メールに添付するか、下記一之瀬あてに郵送して下 

さい。なお、総会案内に同封した返信はがきの「近況欄」記事も日本ダボスへ掲載します。 

a) 一之瀬和夫 〒252-0215 神奈川県相模原市中央区氷川町 4-10 ☏042-776-1733（Fax はありません） 

  b) メールアドレスは iax-0198＠jcom.home.ne.jp [読み：アイエイエックス 中ハイフン 4 桁数字] 

4) 広告掲載料金のご案内：右表にモノクローム（白黒）印刷の広告掲載料金を示します。カラー印刷 

の場合には本表の 2 倍の価格になります。掲載料のお支払いでは、会報のお届け封筒に請求書と振

込用紙を同封しますのでご利用ください。     

 
広告の大きさ(縦×横寸法) 掲載料金 

名刺サイズ 50× 90mm 5,000 円 

1/4 頁 50×180mm 10,000 円 

1/3 頁 80×180mm 20,000 円 

1/2 頁 120×180mm 30,000 円 

1 頁 240×180mm 50,000 円 

 

4. 編 集 後 記  

昨年の第 31 号には、本荘市は佐々木様から「真田ゆか 

り」の記事を二編、皆様からはふるさとの記事や小中学こ 

ろの思い出、できごとなどをご寄稿いただきました。 

第 32 号には皆様の記憶の彼方に留まっている「こんな 

できごと、あんなこともあった」（思いつくまま）などを、 

ぜひご投稿いただきたいので、よろしくお願いします。申込み方法では、同封の返信葉書へ＜ダボスへ投

稿希望：仮題○○＞などと記入して下されば、のちほど編集部からご案内いたします。 

                          編集部 一之瀬和夫 
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